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中国軍機による領空侵犯について
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習近平の「国境・海空域防
衛力整備」指示を掲載する
8/1付解放軍報一面



８月２６日、中国軍のＹ―９情報収集機が、１１時２９分頃から１１時３１分
頃にかけて、長崎県男女群島沖の領海上空を侵犯したことを確認

領空侵犯の概要

防衛省発表

Ｙ―９情報収集機

・今回確認されたのはY-9Zと呼ばれる
2017年以降確認された新たな情報収集
機の可能性有
・ELINT・SAR収集、電子戦支援、心理
戦等が可能なアンテナを装備

（資料源：The Warzone)

2024.4.1飛来機 機体番号：30772

（資料源：統合幕僚監部HP）
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（資料源：防衛省「２０２３年度（令和５年度）緊急発進実施状況について」）

国家海洋局

中国海警局
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東部戦区空軍 第26特務航空旅団（機体番号：3XX7X）

（資料源：Scramble）



Ｙ―９情報収集機の本年の活動

3月12日 3月27日

4月1日 8月26日

（資料源：防衛省・統合幕僚監部HP）

南西諸島は定期的に収集、複数機での連携も訓練。8/26は九州西側を対象
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（資料源：航空幕僚監部「航空自衛隊の概要2024年度版」）冷戦後の緊急発進の状況

回数に大きな増減はないが、飛行空域を年々日本海・太平洋側まで拡大
⇒ 日本周辺での情報収集・訓練を強化。8/26は九州西部に最接近 6



自衛隊のレーダーサイト等の配置

（資料源：防衛白書2024年版）

7



自衛隊のレーダーサイト等の配置と情報収集機の航跡

8/26侵犯時の航跡

3/27航跡

4/1航跡

今飛行の目的
〇 九州西部のレーダーやSAM等の諸元に関する情報収集強化へ着手
〇 西部航空方面隊の緊急対応態勢、南西航空方面隊との差異の有無等確認
⇒ 領空侵犯が故意か過失かは不明も、対日配慮より任務を優先させ生起した事案
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東部戦区の強硬化の背景①「国境・海空域防衛力整備」指示

中共中央政治局第16回集団学習での習総書記重要講話(7月30日）

〇 現代的な国境・海空防衛力の整備推進は、強国建設と民族復興の偉業を全面
的に推進するうえで、重要な意義を持つ

・ 国境・海空域防衛の新たな状況、新たな特徴、新たな要請を把握
・ 強大で堅固な現代的国境・海空防衛力の整備に努力

国防部報道官記者会見（8月16日）

〇 八一建軍節前の習主席の指示により現代的な国境・海空防衛力の整備推進

・ 党中央の強固な統一指導の下、軍・警察・民間防衛組織一体の能力向上
・ 国境・海空防衛力の指導管理体制・法制度等の整備
・ 新技術等による立体的知能的なコントロールシステムの導入
・ 地方政府と連携し、効率的にインフラ・通信施設等を整備
・ 近隣国との友好協力による良好な環境の整備

〇 人民解放軍創立記念日前の習近平指示は軍にとっては遂行必須

〇 陸上国境を有さない東部戦区の海空防衛力の強化対象は台湾と日本
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東部戦区の強硬化の背景② 日本対応への批判回避

海上自衛隊による領海侵犯

〇 7/4、護衛艦「すずつき」が浙江省沖の中国
領海を一時航行し、中国から退去勧告

〇「すずつき」は東部戦区海軍による実弾射撃
訓練を監視していた可能性
⇔ 中国外務省は「違法で不当な行為、日本
側に厳重に抗議」と表明

海保の尖閣諸島での警察権行使

〇 8/16、海保が魚釣島に上陸したメキシコ人を
救助

〇 8/19、石垣海上保安部は同人を出入国管理法
違反容疑で書類送検
⇔・8/16の中国海警船は2隻が尖閣接続水域、

2隻が玉環島で、同人への対応は確認できず
・2023年11月、習近平は海警東海海区視察
時に日本を主対象に能力向上指示

習中央軍委主席の指示にもかかわらず、日本に対して有効に対処できていないと
の批判を回避し、海空域防衛で新たな取り組みをｱﾋﾟｰﾙの効果あり
⇒ 今後も日本周辺で新たな場所・手段等による活動が活発化する可能性

実弾射撃訓練海域
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